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　本会議の前日６月１８日（金）に、本学主催の「官民対話」を米子市のコン

ベンションセンター小ホールで開催しました。

　この企画は、日本・アジア・太平洋地域の閣僚・官僚５名、日本の基幹産

業代表５名、地元産業界代表２名、学界代表３名（内本学より加藤学長、早

原理事の２名）の１５名のパネリストが一同に会し、環境政策への取り組み

についてパネルディスカッションを行うという類のないものでした。加藤

学長の開会挨拶の後、片山鳥取県知事よりご挨拶をいただきました。

コーディネータのアジア・太平洋エネルギーフォーラム末次代表幹事（米

子市出身）の司会で、前半は「循環型社会（資源リサイクル）への政策課題

の選択と実施」というテーマで、後半は「技術開発及び普及への政策課題」

又は「地球気候変動へのアジア・太平洋地域の官民協力の課題」の２つの

テーマでディスカッションが進行されました。

　本学からも学生・教職員約３０名が参加し、当日の入場者数は予想を上

回る約４５０名でした。

県、市長会、町村会、商工会議所連合会、地元産業界をはじめ、多くの方々

の支援のもとで、地域社会貢献ができましたことをこの場をお借りして感

謝申し上げます。

「持続的な社会開発のための官民対話」を主催！

鳥取環境大学

鳥取情報ハイウェイ

米子会場

　６月１８日（金）午後から米子コンベンションセンターにおいて、鳥取県

主催による「環境教育シンポジウムinとっとり」が開催されました。この

中で、環境教育の具体的取組みの紹介として、若葉台小学校４年生約９０

名に対し本学学生が講師となり、ゲームや紙芝居劇、班発表などを通じて

ゴミ分別とリサイクルについて学習を深める様子が、高速大容量の鳥取

情報ハイウェイを使って本学から米子市の会場へ生中継されました。

環境教育シンポジウムinとっとり
～地球への思いやり ＴｏｔｔｏｒｉからＡｓｉａへ～

エコアジア２００４エコアジア２００４
環境省が主催するアジア太平洋地域の非公式環境大臣会議。この地域における環境分野で

の協力推進のため、各国の環境大臣が自由に意見交換を行うもの。

第１２回目となる今回は鳥取県米子市で開催。本学も世界へのアピールの機会として、加藤

学長の本会議への参加並びに併催事業の主催と協力を行い、会議を盛り上げました。

エコアジア２００４で鳥取環境大学をアピール！

エコアジアとは？

●エコアジア「官民対話」の内容は、民放テレビでも後日、放映されました。

鳥取環境大学と
若葉台小学校の環境教育の様子を生中継！

（鳥取県主催）

元気に発表する若葉台小４年生の児童学校間連携による環境教育・学習の成果
を米子会場へ向けて報告。左から環境政
策学科：石川助教授、若葉台小学校：松本
教諭、環境デザイン学科３年：日淺裕さん

講師を務めた環境政策学科３年：佐々木
重則さん

米子会場で発表する環境政策学科４年：
草刈亜衣さんと同学年３年：橋口卓郎さん

学生の指導で、ゴミ分別ゲームを行い、
楽しみながら正確な分別を身につける
と共に、分別したゴミの行方を学習し、
分別への理解を深めました。
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１専攻３領域による教育・研究
環境情報学専攻の概念図

環境学

社会環境学
領域

情報システム
領域

環境デザイン
領域

地域環境分野

快適環境分野

先端情報ネットワーク

システム分野

環境政策学分野

今年６月、本学は文部科学省へ鳥取環境大学大学院（環境情報学研究科　環境情報学専攻）の設置認可申請を行いました。認可予

定は今年１１月、認可後は速やかに大学院生の募集を行い、１２月には入試を実施する予定です。開設予定の環境情報学研究科は「社

会環境学領域」「環境デザイン領域」「情報システム領域」の３つの領域から構成され、環境学の学術研究の推進と総合的専門家の人

材育成を行います。いよいよ２００５年４月には、今まさに時代の強い要請を受けている「環境」専門の大学院が開設されます。

時代は、環境の総合的専門家の育成を求めています。
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２００５年４月２００５年４月

環境情報学研究科（設置認可申請中）

研 究 科 名

専 　 攻

学 　 位

修 学 期 間

募 集 定 員

収 容 定 員

所 在 地

設 置 主 体

開 設 時 期

入 試 日 程

環境情報学研究科

環境情報学専攻

修士（環境情報学）

２年

２０名（第１期生）

社会環境学領域 １０名程度

環境デザイン領域 ５名程度

情報システム領域 ５名程度

４０名

鳥取市若葉台北１－１－１

学校法人鳥取環境大学

平成１７年４月予定※

平成１６年１２月頃予定※

鳥取環境大学大学院の概要

※文部科学大臣の認可を経て

大学院開設に向けて大学院開設に向けて

【地域環境分野】

旧来のフロー中心の建築都市形成に替えて、安全

安心の住まい・都市づくり、建築の修復再生、都市保

全、住宅・建築の長寿命化、地域生活環境維持管理

システム、再生可能な資源の循環利用など、ストック

の建築・都市学の教育・研究を追求し、環境問題に

地域の生活環境形成の場で、柔軟かつ具体的に対

応でき、かつ専門的知識を有する人材を育成します。

【快適環境分野】

いつまでも使い続けることのできる、自然と共生する、

快適で美しい生活環境の形成を、家具・インテリア、

住居・建築、都市基盤といった、意匠・空間形態面

から追求します。地域固有性と普遍性、自然と人工

の関係に配慮して、教育・研究を行います。

学部教育４年と本修士課程２年をあわせて、現在検

討が進んでいる建築家の国際基準・UIAをクリア出

来るよう教育課程の編成を行います。

〈修了後の進路の例〉

自治体・企業などの専門職、プランニング事務所など

【先端情報ネットワークシステム分野】

無限の応用可能性を感じさせるネットワークを活

用したインフォメーションシステムについて、最新の

高度な専門知識を有した人材育成、また、実務に

携わっている社会人の知識をより高め視野を広げ

るような再教育も行います。

ネットワーク関連専門技術（ユビキタス関連技術、

セキュリティ、認証などの技術、情報システム構築

など）の他、情報システム全般について、教育・研

究を行います。

〈修了後の進路の例〉

博士課程への進学、メーカー・ソフトウェア会社の

研究職・技術職・SEなど

情報システム領域社会環境学領域 環境デザイン領域

※2005年4月開設予定（認可申請中）につき、
内容を変更する場合があります。
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【環境政策学分野】４つの学問系「政策系」「経営系」

「環境（自然）科学系」「人文科学系」から構成されます。

教育課程の編成

●環境政策コース

環境に関わる人文科学系の分野、法律学、経済学、

社会学の諸分野から環境政策を考究し、基礎理論を

学ぶとともに、環境問題を総合的に教育・研究します。

的確な政策判断力を有する人材を育成します。

〈修了後の進路の例〉

国・地方自治体の政策立案、策定担当者など

●環境経営コース

経営学、会計学を基礎に、総合的に教育し、会計システ

ムの情報を駆使しながら、企業経営の場において活用す

る能力の育成を図ります。的確な経営判断力を身につけ

た人材を育成します。なお、税理士試験の科目免除が可

能になるような科目の履修および修士論文作成を行います。

〈修了後の進路の例〉

企業の環境マネジメント実務担当者など



韓国での体験

エコ｜えん

しゃんしゃん祭
レポート

●鳥取駅前　風紋広場で踊る　踊る！ ●楽しくなければ祭りじゃない！HEY HEY HEY! ●踊り子もスタッフも最後はゴミ拾い。気持ちいー。
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　私はこの夏、韓国で行われた「環日本海大学生フ

ォーラム２０１４」に参加しました。これは１０年後に

環日本海交流の主役となるであろう大学生を対象

として開催されたイベントです。韓国・日本・中国・

モンゴル・ロシアの５ヵ国から、大学生１７人が交流・

語学プログラムに参加しました。参加前に論文を書

くという課題があり、私は「環日本海共同体国家間

相互の役割」について書きました。

環日本海地域における戦中・戦後の問題や、これか

ら地域交流を通してお互いの発展の道を考えてい

かなければいけないことを学び、私達の参加する

フォーラムもその地域間交流の一つであることを

知り、楽しみだけれども気が引締まる思いがしました。

  ８／２から１１日間、ハングルや韓国文化を勉強し

たり、各地を視察したりしながら、各自が参加前に

書いた論文を国ごとに一つの論文にまとめ上げ、

最終日に論文発表を行いました。

　各国の大学生が一緒に楽しみ、親しくなっていく

ような素敵なプログラムが盛り沢山で、プログラム

以外にもみんなで外にごはん食べに行ったりして、

違う国の人達というより、自分と同じ年代の仲間だ

ということを強く感じました。私はハングルがほと

んどしゃべれなかったので、英語を使い、相手の国

のことを教えてもらったり、言葉を習ったりしました。

外国の文化や言葉に触れるのがすごく新鮮で、友

達から学ぶ文化交流もあるんだなと感動しました。

また、万国共通語としての英語の大切さを再認識

しました。

 外国に友達がいるだけで自分の世界が広がり、そ

の国をとても身近に感じられます。せっかくできた

大切な友達とこれからもインターネットなどを通じ

てずっと連絡を取り合っていきたいと思います。

もっと多くの人がそういうふうに思えるようになれば、

世界はもっと平和で幸せになれるのではないかと

思いました。私がこのフォーラムで体験したことや

学んだことを話すことで、少しでも多くの人が、こ

のような国際交流に興味を持ち、体験してもらえる

ことにつながったら、と思っています。

　　　　　　　　環境政策学科４年　高坂　英美

　初めまして！こんにちは。エコ┃えんです｡私達は、

環境大学と大学のある若葉台地区との「顔の見える、

環境にいい街づくり」を目指し、学生１０名と顧問の

金谷佳一講師とで活動しています。エコ┃えんの『え

ん』には様々な意味があります。人と人とのつなが

りの「縁」、地域の輪を表す関係「円」、そして私た

ちはそんな関係づくりの応「援」をしたいという想

いが込めてあります。エコ┃えんとしての初めての

イベントである「若葉台で星をみよう」には、講師と

して佐治アストロパークの山西正博さんをお呼びし、

星座についてのお話を聞いた後、大学のグラウンド

で星を観察しました。若葉台の住民や環境大生、約

１４０名の参加者の方々は、星を線で結ぶと白鳥や

三角形に見えたりすることに驚いたり、天体望遠鏡

を使っての天体観測に興味津々でした。こういった

活動を通じて、大学と若葉台をもっと身近に、そし

てもっと顔の見える良い関係を築いて行きたいです。

　　　　　　　　環境政策学科３年　山形　妙子

　８月１６日のしゃんしゃん祭に鳥取環境大学連とし

て参加しました。しゃんしゃん祭とは、カラフルな和

紙と鈴で飾られた手作りの傘を用いて、約３，５００名

が一斉に踊る鳥取市最大の祭りです。鳥取環境大

学は、開学当初から毎年参加しており、今年で４年目。

今年は、４学年が揃った８７名の踊り子で例年以上の

活気となり、参加者全員が満足の出来るいいものに

なりました。

　８月３日、初めて踊り子が集結しての初練習。初め

て傘を手にする人、４年間皆勤で傘を持つ姿がしっ

くりくる人など様々ですが、各班の学生リーダーを

中心に、お互い助け合いながらの練習が始まりました。

徐々に学年を越えたコミュニケーションが取れ始め、

その後も毎日、暑さにも負けず、練習で出来た《まめ》

に顔を歪めながらも、息を合わせる練習を積み重ね、

迎えた当日、いつも以上に活気を帯び、曲の所々で

聞こえる鈴の音、踊り子たちのかけ声は、連のチー

ムワークのよさを引き立てていました。

　ところで鳥取環境大学連と言えば、そう！１８名の

ゴミ拾い隊！祭り中、踊り子が脚光を浴びる中、ひた

すらキチンと分別をしながら沿道のゴミを拾い続け

ます。その活動に今年、祭り開催４０回を記念して、しゃ

んしゃん祭振興会より感謝状と記念品を頂きました。

祭り中も街を綺麗にする気持ちを大切に、来年以降

も是非続けていきたいと思います。

　そして、いよいよ祭りも最後の曲「しゃんしゃんしゃ

んぐりら」。アップテンポの創作自由踊りの曲で、私

たちにとっても非常に思い入れの強い曲です。最後

の力を振り絞り、精一杯踊る踊り子たち。その周りで

ゴミを一生懸命拾うゴミ拾い隊。これこそが鳥取環

境大学連なのです。いい祭り・良い思い出になりまし

た。そして、さらにいい祭りにしようと、鳥取環境大

学連は、踊り子もゴミ拾い隊も一緒になって、ゴミを

拾いながら帰りました。この気持ちを忘れず、来年は、

さらにいいものを作っていきたいと思います。今回は、

取れなかった団体賞、来年は是非取りたいです。

　練習の時から協力して頂き、寄付並びに沿道から

温かい拍手を頂きました教職員の皆様をはじめ、た

くさんの方々に支えられていることを強く感じました。

誠にありがとうございました。来年のしゃんしゃん祭

は、是非お近くでご覧ください。

　　　　　　　　鳥取環境大学　学友会会長　

　　　　　　　　環境政策学科２年　岩本　淳一



農 村 塾
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クラブ・サークル活動の紹介

運動や趣味を通じて新しい仲間や先生と楽しく交流しています。
SWANKYSクラブ

　私たちＳＷＡＮＫＹＳ（スワンキーズ）は、現在女子１２名・男子５名の計１７名

で活動中です。活動内容は、“何でも良いので自分でデザイン・素材選びをし、

自分自身の手でアクセサリーを創り上げ、様々なイベントに出展・出品を行う”

こと。デザインする事の楽しさのみならず、デザインしたものを心を込めて作り、

それを大切に使うことを強く意識できる場でありたいと考えています。最近では、

友達へのプレゼントを作らせてとの依頼が多くなり、依頼者と一緒にデザインを

考え、アドバイスをし、最終的に出来る限り本人の手で作ってもらうよう、サポー

ト的な活動も行っています。今後のクラブの方向性としては、自分達が創りたい

ものを作っていくという創部以来のテーマを追求しつつ、興味有る未経験者を

気軽に創作の世界へ導くお手伝いや、体験者を集めワイワイと、世界で一つの

ものを創る場としての『輪』を、どんどん広げていきたいと思っています。

アメリカンフットボール同好会

　私達アメフト同好会 (Hammer Head Sharks) は、現在１３名(内マネー

ジャー２名)で学内のグラウンドを中心に練習に励んでいます。アメフトとい

うスポーツは、１１人対１１人で防具をつけてぶつかり合い、システマティック

な戦術でゴールを目指すスポーツです。創部以来、環境政策学科教授である

岡崎先生と二人三脚で運営を行い、アメフト経験者の方を招いて指導して頂

いたり、鳥大との合同練習、関西の大学への合宿参加などを行いました。そ

の過程で関西アメフト連盟への参加を第一の目標に決め努力してきました。

そして、今年ようやく加盟のチャンスがやってきました。人数の少ない私た

ちは、今年度まず６人制での加盟を目指すことになりますが、このチャンスを

チーム一丸となり、必ずものにしたいと思います。そして、来年度、更なるレ

ベルアップを果たし、公式戦初勝利を早期に達成したいと考えています。

　私たちの団体は、環境政策学科４年生の７人が農

作業支援の活動をしています。この活動は、なぜ農

業はすたれてきているのだろう？どうしたら農業が

盛んになるのだろう？という疑問から、実際に農業

に触れて考えてみようと考えスタートしました。そ

して環境政策学科の中川教授に、法人として稲作を

中心とした農業を展開している、郡家町の（有）田

中農場さんを紹介して頂きました。６０ヘクタール

の広大な土地で、２０回以上稲作全般の補助作業を

行うとともに、農業と環境の結びつきについても学

んでいます。

　学んだことの一つにおからの利用があります。豆

腐屋さんで出たおからは通常捨てられるものですが、

田中農場ではおからを、土に優しい有機肥料の一部

として利用しています。このような考えを取り入れ、

有機栽培を行うことで市場でのブランド化に成功し、

生産性の高い農業に繋げています。この考えは、環

境問題にとても役に立つ考えであると同時に今後

の農業政策の発展において重要なポイントになると

感じました。

　　　　　　　　環境政策学科４年　三杉　敏雄

（チーム名：H.H.Sharks）

吟詠剣詩舞部（個人）
第４９回神心流「吟と舞」全国コンクール（初級剣舞の部、H１６･８･２２）

田村 友紀 ……… 第２位（情報システム学科３年）

高木 泉 ………… 第４位（情報システム学科２年）

和田 麻美 ……… 第６位（環境政策学科１年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上入賞者）

弓 道 部
第１８回名和公顕彰弓道大会（Ｈ１６･４･２９）

（団体戦） ……………… 第３位入賞（２０チーム中）

（個人戦）松田 哲八 …… 第２位（６０人中）（環境政策学科３年）

山部（スキー・スノーボード）（個人）
第３７回中四国九州学生ｽｷｰ選手権大会（Ｈ１６･２･２６）

●女子スノーボードﾞGSの部

山口 貴絵 ……… 優　勝（５名中）（環境政策学科３年）

金森 菜津子 …… 第２位（５名中）（環境デザイン学科４年）

佐藤 靖子 ……… 第３位（５名中）（環境政策学科３年）

第５９回国民体育大会夏季大会
（H１６.９.１０～１４、場所：埼玉県）

成年サッカー競技の部 …濱田 正人（情報システム学科４年）

ボート競技の部 …… 津村 裕也（環境政策学科２年）

第５９回国民体育大会中国ブロック大会
（H１６・８・２０～２２、場所：鳥取県）

成年男子ホッケー競技の部 … 山根 義昭（環境政策学科１年）

成年女子ホッケー競技の部 … 澤田 好江（情報システム学科４年）

成年女子バスケットボール競技の部… 鹿児島 由美（環境政策学科２年）

成年男子サッカー競技の部 … 濱田 正人（情報システム学科４年）

剣道部（個人）
第２２回 鳥取市選手権大会（Ｈ１６･６･２７）

（個人戦）若 佑樹 … 第３位（３０人中）（環境政策学科２年）

ビリヤード同好会（個人）
第６回全山陰ジュニア選手権大会（Ｈ１６･６･６）

（個人戦）山中 大央 … 優 勝（４０名中）（情報システム学科４年）

鳥取県青少年建築アイデアコンテスト

【優秀賞】テーマ：「鳥取駅南アーケート 」゙

鉄尾　祐（環境デザイン学科４年）

男子バレーボールクラブ（団体）
第６０回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会　チャレンジリーグ（Ｈ１６・９・１８～１９）

準優勝（１０月末に２部リーグ５位と入れ替え戦）
（中国大学バレーボールリーグ加盟の３～５部全１７大学によるリーグ戦）

表　彰 国　体　《鳥取県代表として出場》

主なクラブ活動成績

平成１６年度課外活動等成績（学年は当時のもの）
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プロジェクト研究
プロジェクト研究とは、調査・分析を通じて多角的な視点から解決策を導く力、プレゼンテー

ション力を身につけることを目的とする共同研究です。１・２年次は学科を越えたチーム編

成で環境問題や地域における具体的な課題をテーマに取り組みます。３・４年次には各学

科の専門分野の研究をさらに深く研究します。

プロジェクト概要 コンセプト

私達はみんなで話し合い「一日」というテーマでこのプロ研を進め

ていくことに決めました。私達がこのテーマを選んだ理由は、普段

過ごしている「一日」をテーマにすることで、ただ毎日を何気なくだら

だらと過ごしていないか？

驚きや発見を見逃してはいないか？と皆に問いかけ、何かを感じて

もらうことが出来ればと思ったからです。題名は〔Various【変化に

富んだ様 な々】Life〕とし、朝日から夕日までの学校での一日をユニ

ークな視点で追いかけました。その上、ただ普通に写真を撮って文

字を載せるのでは面白みとオリジナリティに欠ける為、私達は手書き

のヤギ親子の絵を登場させ、インパクトとボキャブラリーを持たせ、数

分の映像作品に仕上げました。結果見る人が面白おかしく楽しん

で見ることができ、尚且つ自分の一日を振り返る事の出来る、そんな

作品作りができました。私達５人が協力して作り上げた自信作です。

グループメンバー

■ 小川　洋介（情報システム学科３年）

■ 福嶋 絵莉子（環境政策学科２年）

■ 恵比木 晴生（環境デザイン学科２年）

■ 竹田　和弘（環境デザイン学科２年）　

■ 向井　直之（環境デザイン学科２年）

プロジェクト 参加者

■ 鐘 築  孝 祐 （情報システム学科３年）

■  岸 　 勝 寿 （環境政策学科２年）

■ 鞍 掛  祥 久 （環境政策学科２年）

■ 若 松  亮 太 （環境政策学科２年） 

アドバイザー ： 堀越・村上教授

■ 角 島  稚 奈（環境政策学科２年）

■ 木 下  寛 士（環境政策学科２年）

■ 福 井  雅 幸（環境政策学科２年）

■佐々江崇志（情報システム学科２年）

情報システム学科３年　小川　洋介

～フローチャート～

このプロジェクト研究は、１年生・２年生が環境大学の各学科の壁をこえて選

択し、それぞれの異なった興味や、研究をふまえながら、一つの課題へ向け

て協力することで将来の専門の研究に役立つ基礎的能力をつけることを期

待しています。特にこの掘越・村上のプロジェクトではデザインの作品を完成

する方法とプロセスを学ぶことで将来の専門分野での研究課題に役立つ手

法やプレゼンテーション力を養うことを大切にしています。また、デジタルカメラ

によって取材した映像をプレゼンテーションの為のソフトであるパワーポイント

を使いこなし、物語性のある映像作品を音楽とともにまとめることで、自分のテ

ーマを伝え、感動を伝える映像CD作品にし、CDブックとして表紙、裏表紙の

ヴィジュアルデザインまで完成することを最終目的としています。

プロジェクト研究 1.2.3.4プロジェクト名

担当 ： 環境デザイン学科　堀越 英嗣 教授・村上 太佳子 教授

研究例：鳥取の生活と文化
　　　　～ものとかたち調査～

鳥取の風土、歴史、生活、の

中で育まれてきた「ものとかた

ち」を自分の目と感性で発見し、

鳥取における、環境大学にお

ける生活の中から様 な々テー

マをきめ、映像を取材し、スト－

リ－を作り、パワーポイントによ

る編集をすることで毎回個性

豊かな作品が生まれています。

映像と言葉・詩を主とした編

集と音楽による表現をした作

品は、それぞれがユニークな視点を持ち、異なった学科の学生が協力

することによる面白さが溢れる作品となっています。この課題の中で一

番困難な所は、自分達の一番伝えたいことを、数分の映像作品にまとめ

る所です。グループの一人ひとりが自分の意見をしっかり持ちつつ、グル

ープの作品として協議をつみかさねながら何を採り、何を捨てるか意見

をまとめて一つのものに仕上げること、このことで協力することを学ぶこと

になり、協力することの力を経験できています。多彩な作品が数多く生ま

れています。デザインの手法はスタートから作品を完成するまで、あらゆ

る研究に共通したプロセスを持っているのです。このプロセスを体験す

ることでこれからの研究活動がさらに豊かになることを期待しています。

▲シナリオ担当の恵比木君とイラスト担当の
　竹田君。お互い助け合いながら



〈新刊ニュース〉

〈開館時間〉 月～金曜日　午前９時から午後６時まで

　 　 　 土 曜 日　午前９時から午後３時まで

※春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでお問合せ下さい。

　また、開館時間等の情報は上記ホームページでもご覧いただけます。

図書情報課　TEL.０８５７-３８-６７３０

所蔵情報ホームページ

http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/

当センターは学外の方にも開放しています。
また、所蔵情報はインターネットで公開しています。
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鳥取環境大学のプロジェクト研究一例

プロジェクト 参加者

■ 鐘 築  孝 祐 （情報システム学科３年）

■  岸 　 勝 寿 （環境政策学科２年）

■ 鞍 掛  祥 久 （環境政策学科２年）

■ 若 松  亮 太 （環境政策学科２年） 

アドバイザー ： 堀越・村上教授

■ 角 島  稚 奈（環境政策学科２年）

■ 木 下  寛 士（環境政策学科２年）

■ 福 井  雅 幸（環境政策学科２年）

■佐々江崇志（情報システム学科２年）

２００１年に本学教員が総力を挙げて執筆した「地球環境読本」

の続編です。

未来・地球・自然をキーワードに、環境の再生や環境との共生

を考えるためのヒントを与えてくれます。息抜きコラムも新設

され、高校の総合学習にも最適な一冊となっています。

情報メディアセンター

〈書籍紹介〉

①②は当館に所蔵、③④は鳥取県立図書館に所蔵しています。

当館と鳥取県立図書館は相互利用協定を締結しており、学生は当

館を通じて鳥取県立図書館の蔵書を利用することができます。ま

た学外の方は鳥取県立図書館を通じて当館の蔵書を利用できます。

「地球環境読本Ⅱ」が出版されました。

①「信頼の構造－こころと社会の進化ゲーム」

　　山岸俊男著／東京大学出版会

②「デルスウ・ウザーラ」

　　V.K.アルセニエフ著／平凡社

③「心の先史時代」

　　スティーブン・ミズン著／青土社

④「ヒトは環境を壊す動物である」

　　小田亮著／筑摩書房

P.８掲載の小林助教授のエッセイでヒトの精神構造や狩猟採

集民の自然観民俗の自然観に興味をもたれた方は以下の本を

読んでみてはいかがでしょうか？

「
地
球
環
境
読
本
Ⅱ
」

 

（
２
０
０
４
年
８
月 

丸
善
株
式
会
社
）　

鳥
取
環
境
大
学
　
学
長
　
加
藤
尚
武
／
編

環境政策学科２年　福嶋　絵莉子

「一日」という人間が生きていく中で必然的な事項を模索するこ

とにより、何気ない日々 の反省や、驚き、発見をする。人の動きを

写真という形で収めるのは想像以上に難しく、アングルに迷った

りしたが、そういう先入観を取り除くように努力した。Ｐowerpoint

の作成に当たっては、音楽をつけるのに苦労した。プレゼンテー

ションでは、視覚が８割を 占めるということで、インパクトのあるもの

を手書きの絵を含んだりして、オリジナリティーを目指した。

①プロジェクト研究開始→②グループの決定→③テーマの決定→④ストーリー作成

→⑤調査→⑥取材→⑦撮影→⑧編集→⑨中間発表（プレゼン）→⑩チェック→⑪編

集→⑫最終意見集約→⑬パワーポイント完成→⑭ＣＤ、ジャケット作成→⑮プレゼン

テーション→⑯ネットワークに掲載→⑰研究発表
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Essay
エッセイ

情報システム学科

教　授 香月 祥太郎
Shotaro  Kohtsuki

環境政策学科

助教授 小林 朋道
Tomomichi  Kobayashi

　
自
然
が
あ
ふ
れ
る
鳥
取
に
赴
任
し
て

早
や
３
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
新
設
の

大
学
で
、「
情
報
」
と
「
技
術
」
、「
経
営
」

を
融
合
し
た
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
領

域
の
確
立
を
目
指
し
て
教
育
と
研
究
に

励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
と
共

に
有
意
義
な
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
学
生
諸

君
と
は
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の
講

義
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
し
て
楽
し

く
学
問
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４

年
生
に
も
な
る
と
や
は
り
見
違
え
る
よ

う
に
成
長
さ
れ
、
頼
も
し
く
思
う
と
同

時
に
、
是
非
と
も
こ
の
大
学
か
ら
な
ら
で

は
の
価
値
観
と
感
性
を
も
っ
た
若
者
と

し
て
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
３
年
間
、
鳥
取
県
、
特
に

商
工
労
働
部
の
ご
支
援
を
得
て
、
鳥
取

県S
B

IR

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
人

材
育
成
事
業
な
ど
に
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
く
にS

B
IR

で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
たe

-L
e
a
rn

in
g

シ
ス
テ
ム

"e
-T

o
tto

ri"

が
今
春
、
開
発
、
起
業
化
さ

れ
既
に
多
方
面
で
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、IT

人
材
育
成
で
は
本
学
で
集
合

研
修
を
実
施
し
、数
人
の
学
生
諸
君
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
ベ
ン
ダ
ー

資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
短
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
種
々
の
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
鳥
取
と
つ
な

が
り
を
も
っ
て
研
究
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
加
藤
学
長
は
じ
め
教
員

の
皆
様
、
事
務
局
の
方
々
に
は
一
方
な
ら

ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
将
来
に
向
け
て
鳥
取
環
境

大
学
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

環境デザイン学科

教　授 堀越 英嗣
Hidetsugu  Horikoshi

　T
U

E
S

が
開
学
し
て
約
３
年
半
が

た
ち
ま
し
た
、こ
の
間
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
学
生
諸
君
の
環
境
に
対
す
る
思
い
が
、

次
第
に
鳥
取
の
地
か
ら
全
国
へ
向
か
っ
て

発
信
し
始
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
環
境
を
考
え
る
こ
と
が
真
に

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
す
。
環
境
に

つ
い
て
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
色
々
な

分
野
、
視
点
で
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

他
の
ど
こ
で
も
な
い
鳥
取
と
い
う
「
場
所
」

で
環
境
を
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
の
残
る
鳥
取
で
は
、失
っ
て
は

い
け
な
い
多
く
の
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
を

身
近
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
都
市
文
明
の
２０
世
紀
が
終
わ
り
を

告
げ
た
と
き
に
始
ま
っ
た
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

大
学
か
ら
新
し
い
価
値
観
を
持
っ
た
生
活

文
化
を
つ
く
り
だ
す
若
者
が
巣
立
っ
て

い
く
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
事
情
に
よ
り
東
京
に
戻
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
端
都
市
東
京

と
自
然
あ
ふ
れ
る
鳥
取
と
い
う
、異
な
っ
た
、

し
か
し
大
切
な
二
つ
の
パ
ワ
ー
を
融
合

さ
せ
る
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
今
後
も

鳥
取
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

コモンズの悲劇と古老の猟師

　９月の初めに宮崎の秘境といわれる椎葉村尾前

峡谷に行った。椎葉村には、東北のマタギに匹敵

するといわれる狩猟採集文化が細 と々継承されて

いる。その第一人者である古老の猟師、尾前善則

さんの精神世界が知りたいと思ったからである。そ

こに求めたものはいくつかあるが、その一つは、「コ

モンズの悲劇」に対抗する新しいメカニズムである。

　「コモンズの悲劇」というのは、現代の環境問題

の本質の一つをあらわした代名詞のようなものである。

市民が、自分たちの共有の資源（コモンズ）を前にし

たとき、一人ひとりは自分が損をしないようにふるまお

うとするため、結局はコモンズは荒廃してしまう、とい

う現象を指している。山の資源も水産資源も、そして

水も大気もコモンズである。重要なことは、自分が損

をしないように振舞おうとする特性は、進化の結果、

現在地球上に生きている人間も含めた生物すべて

が持っている根源的な性質だ、という点である。もち

ろん、例外的な人間もありうる。しかし、それが大多

数になることはまずあり得ない。その事実を前提に

して環境問題の解決は考えられなければならない。

　一方、皮肉なことに、現在の環境問題の原因を

つくっている人間は、この「コモンズの悲劇」に対抗

する脳内プログラムを他の生物より高度に発達さ

せていることが明らかになりつつある。ただし、その

プログラムが作動するのは、人間本来の社会集団 

― メンバー同士が互いに知り合っているような百

人程度以下の集団 ―であることもわかっている。

　現在、コモンズの荒廃に関係している人間の集

団は、地域、国、地球に対応する、数百人から数十

億人から成る互いに見知らぬ巨大集団である。

人間の形態や認知、思考の特性を進化的に形作っ

てきた百人程度の集団と、人類史から言えばほん

の一瞬の間に不自然に拡大した巨大集団の間のギャッ

プをどう縮めるのか、それが鍵を握ると考えられてい

る。その鍵の一つがインターネットをはじめとしたIT

コミュニケーション手段ではないかと考える人もいる。

　私が尾前さんの精神世界に期待するのは、集

団の規模の溝を埋める方向性とは全く別な「コモ

ンズの悲劇」対抗メカニズムである。日本では、尾

前さんや東北のマタギの人々、北海道のアイヌの人々

の自然観が驚くほど似た構造を持つのはなぜだろ

うか。節度を持ってコモンズを利用しようとするその

自然観はこれまで、ノスタルジックに、あるいは道徳

や宗教といった面から話題にされることが多かった。

そうではなくて、進化の産物として現れたヒトという

生物の精神構造という視点から分析される時期に

きていると思うのである。

▲椎葉村の伝統的な狩猟採集文化を実践し伝承
　している尾前善則さん。
　後ろには雄のイノシシの頭蓋骨が並べられている。

▲椎葉村の山の風景。
　尾前さんの頭の中には、詳細な動植物の生態的特
　性や地形が書き込まれた山の地図が入っている。
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様々な業界から迎えた顔ぶれ。
新しく赴任された教授に抱負を語ってもらいました。NEW  FACE

退 職 者 （平成１６年８月３日付） 【専任教員】多田 昌義 教授　　　環境政策学科

（平成１６年９月３０日付）【専任教員】香月 祥太郎 教授　　情報システム学科

（平成１６年８月３１日付）【専任教員】堀越 英嗣 教授　　　環境デザイン学科

齊藤 明紀 教授　　　情報システム学科新規採用 【専任教員】（平成１６年７月１日付）

鈴木 義浩 助教授　　環境政策学科【専任教員】（平成１６年１０月１日付）

谷口 大造 助教授　　環境デザイン学科【専任教員】（平成１６年９月２８日付）

石井 克典 教授　　　情報システム学科【専任教員】（平成１６年１０月１日付）

平成１６年４月２日～平成１６年１０月１日

情報システム学科

教　授 齊藤  明紀
Akinori  Saito

　22年間をすごした大阪大学を離れ、この７月本学に

赴任しました。日本海には期待していたのですが、

残念なことに釣り道具は押入れに放り込んだままで

出す暇もない毎日です。鳥取に来てひとつ良かった

ことは、血圧が下がったことでしょうか。

　私の専門のひとつは、分散システム運用管理技術

です。従来、運用管理は各管理者個人の職人芸

で切り回されるかあるいは荒れ果てるまま放置

されるかで、研究対象として認知されていません

でした。しかし、パソコンの時代になり状況は変わり

ました。1億円で汎用大型機を1台買えばベンダーは

SEを一人派遣してくれますが、20万円のパソコンを

500台買ってもSEは付属してきません。人件費の削減

や稼働率向上による生産性への寄与、またきめ

細かい電源管理による省エネなどをめざしたテーマで

プロジェクト研究を行なってくれることを学生さんに

期待しています。

環境政策学科

助教授 鈴木  義浩
Yoshihiro  Suzuki

　東京生まれ、東京育ちの私にとって、鳥取の第一

印象は、空気が綺麗で山・海などの景観がたいへん

美しいというものでした。わけても鳥取環境大学は、

研究や勉学にとって最高の環境、立地条件にある

のではないかと思います。

　これまでの私の経験のなかで、わが国は高度成長期

を経て著しく発展し、企業業績も拡大の一途をたどり、

それにつれて個人の生活も年を追うごとに豊かに

なりました。その後、わが国は、一時期わが世の春を

謳歌したあと、現在まで長い呻吟を繰り返しています。

世界的な競争激化や社会環境変化の波のなかで、

今後のわが国社会や企業はきわめて不透明な

状況下に置かれています。こうしたことから、学生

諸君は、将来においてこれまでにないような様々な

困難に直面していくことが予想されます。未来を

担う若者が確固たる指針を持って、充実した人生

を送れるようにできるだけ多くのことを伝えたいと

思っています。

環境デザイン学科

助教授 谷口  大造
Taizo  Taniguchi

　昨年度から前期のみ週一回、東京から鳥取に

非常勤講師として通っておりましたが、この度

縁あって本学にお世話になることになりました。

　今まで建築家として都市計画的な規模のものから

個人のすまいのスケールまで、様々な視点で人と

環境のあり方について考えてまいりました。

どこにでも対応できる設計手法ではなく、その土地、

その場所でなければ見つからないような事柄を

大切にした設計活動を目指しております。また本業

の設計活動の傍ら、母校での助手や大学の非常勤

講師をしておりました。このような経験が本学での

教育研究活動に活かせればと思っております。

　都会からの喧騒から逃れるように本学の非常勤

をしていたときは、旅行者の視点で鳥取を見て

おりましたが、これからは生活者として鳥取を観察

することで、新しい視点を養い、地域に還元できればと

考えております。

教　授 石井  克典
Katsunori  Ishii

　２４年間大阪（ルーツは徳島）で育ち２６年間東京

で従事してきましたが，この１０月に本学に赴任

しました。再び関西の地，豊富な自然環境に恵まれた

鳥取で教職に携われる喜びを感じております。

前職はNTTに在籍し，皆さんがパソコン等でお使いの

磁気ディスク・光ディスクの研究開発やマルチメディア

情報流通基盤の構築を，その黎明期から携わって

きました。また，IT技術を駆使した大規模な首都圏

エリア都市開発事業（品川，汐留等）や人体内通信に

関する基礎研究も行っています。これまでの経験

が皆さんのお役に少しでも立てればと考えております。

講義では，実社会で技術がどういう背景で何に役立って

いるのか，なぜ今これを習っているのか等を，技術用語

に踊らされること無く平易な言葉で解説するとともに，

先学としてアドバイスしたいと考えております。趣味は，

カメラいじりと万年筆収集です。特に鳥取は手作り

万年筆で有名ですので，オリジナル万年筆の製作

に期待を膨らませております

前　　職 : 

丹下健三･都市･建築設計研究所

東京芸術大学美術学部建築科助手

スタジオトポス代表

前　　職 : 

産能大学経営学部非常勤講師

前　　職 : 

日本電信電話株式会社　

情報流通基盤総合研究所  主幹研究員

前　　職 : 

大阪大学大学院

情報科学研究科助教授

情報システム学科
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NEWS
平成１６年度後期キャンパスニュース

一期生　就職活動でも善戦中!!
 日本経済が回復基調にあることを反映して、企業の採用意欲にも一

部に改善の兆しが見られるものの、依然として厳しい雇用環境の中、

本学一期生は、新設のため知名度が低く、かつ地方の大学というハン

ディキャップを乗り越え、地元企業や関東・関西の大手企業の支援を受

け、善戦しているといえます。

 情報システム学科は有名私立大学並みの就職率で推移しており、特

に女子学生の内定率がほぼ１００%に達していることは特筆すべきとこ

ろです。

 環境政策学科の学生も順調に内定者が積み上がってきており、大手

企業を始めとして鳥取県庁、鳥取県警察及び地元有力企業にも内定

者が出ています。

 環境デザイン学科には、建築系の技術者を目指して入学してきた学

生や、将来モノ作りをしたいという芸術性志向の強い者が多く在籍し

ております。設計関係の技術職は採用枠が少なく厳しい就職環境にあ

りますが、大手建設会社及び設計事務所の技術部門に内定した学生も

おり、善戦しているといえます。学生個々の進路も多岐に亙り、自分の

夢を叶えるため、一定の修業期間を経てその分野の専門家になること

を選択した学生もいます。

 女子の新卒採用に関しては、企業が人件費削減の為、一般職社員（い

わゆる事務職）を正規雇用から派遣社員やパート等の非正規雇用に切

り替えていく状況が続いており、全国的に就職環境は厳しいといえます。

しかしながら、本学では女子学生の就職率が男子学生とほぼ同様に推

移しており、質の高さを証明しているといえます。

６／５（土）　加藤学長が山陰で唯一、日

本学術会議会員に就任しています。この

日、都倉副学長と、世界初のマイクロプ

ロセッサIntel４００４の設計開発者である

嶋正利氏を講師に迎え、公開学術講演会

が開催されました。マイクロプロセッサ

誕生を事例に創造的開発の秘訣が語られ、

大変興味深い講演会となりました。

主な内定先　（業種別・五十音順）

【建設業】大和ハウス工業、やまこう建設　【製 造 業】伊藤園、寿製菓、大日本除

蟲菊、宝印刷、中央印刷、鳥取三洋電機、松下電器産業、武蔵野　【情報通信業】

アイスター、新日本海新聞社、ソフィア、ソフトバンクBB、日立INSソフトウェア、富

士通サポート＆サービス、リコーシステム開発　【運輸業】西日本旅客鉄道、福山

通運　【卸売・小売業】青山商事、一畑百貨店、今治デパート、キンレイ、大同興業、

鳥取トヨタ自動車、 ナフコ、日興商会、はるやま商事、マルイ、 丸合、三城、ミック、

ヨドバシカメラ、ランドサイエンス　【金融・保険業】山陰合同銀行、四国銀行、大

和証券、鳥取銀行、日興コーディアル証券、三井生命保険　【不動産業】昭和住宅、

ジョー・コーポレーション、ミサワホーム　【飲食店・宿泊業】池の平ホテル、ジョイ

フル、すかいらーく、ダスキン福山　【教育・学習支援業】イナバ自動車学校、伝習

館、NOVA　【複合サービス業】くにびき農協、奈良農協　【サービス業】アース

サポート、サニックス、綜合警備保障、ダイコーテクノ、テルウェル東日本、鳥取広

告社、白兎設計事務所　【公　務】鳥取県庁、鳥取県警察 

５／２８（金）　夕方１７：１０から1時間半に

わたり、NHK鳥取放送局で本学からの生

中継。学生によるキャンパス紹介や、本

学らしい部の紹介、名物教員メッセージ、

1期生の就職活動の様子と大学側の取

組みや、プロジェクト研究の紹介など。ま

た、全学を上げての取組み、環境ISO１４

００１活動のうち、学生ISO委員会の活動

が詳しく紹介されました。

テレビで生中継！

日本学術会議

中国・四国地区

公開学術講演会

塩ビ工業・環境協会からの寄付により運営される事業の一環として開講。外部から講師を

お招きし、大変有意義な講義をしていただきました。

平成１６年度前期特別講義（資源リサイクル論）開講

５／２９（土）　「地球環境問題と資源エネルギーのリサイクル」

　　　　　　 講師：末次克彦氏　アジア・太平洋エネルギーフォーラム代表幹事元日本経済新聞編集委員

６／２６（土）　「環境とプラスチックの未来」

　　　　　　 講師：小林俊安氏　積水化学工業（株）取締役環境経営部長

【講義内容】

７／１７ 「世界と地域をつなぐもの」 西村 教子 講師

８／２１ 「南極からみた地球環境の科学」 遠藤 辰雄 教授

９／１８ 「自然と調和した観光をめざして」 石川 真澄 助教授

１０/１６ 「期待される環境立国日本」 篠原  勲 教授

※次回公開講座のお知らせが本誌P.１２に掲載されています。

公開講座開講

７～１０月の第３土曜日　鳥取県立図書館

ご協力の下、本学環境政策学科の教員が

４回にわたり「環境」に関する様々な視点

から講義しました。

多方面から環境を考える
～環境が拓く私たちの未来～

環境
大学

就 職 活 動

状 況

インターンシップで職場体験

今年度も３年生が夏期休暇中に県内外の企業や地方自治体での職場

体験に挑戦しています。参加者は、政策学科６７名、デザイン学科４４名、

システム学科１４名の計１２５名、受入先は、農林水産業、建設業、製造業、

情報通信業、卸小売業、宿泊業、社会教育、専門サービス業、産廃処理

業及び地方自治体と、幅広い業種の５９事業所です。インターンシップ（就

業体験）は、３年次に配当される演習科目（選択）の一つで、２週間以上

実習し、実習報告及び受入先の実習総評等に基づいて単位認定され

ると２単位が付与されます。企業等で実務を体験することによって、しっかりとした職業観、就業観の形成を図ることに加えて、研究活動や自己啓発の

目標が一層明確になって自発的に勉学をするようになることを目的にしています。アルバイトとは異なり、仕事をしても、その労働に対して報酬が支

払われる訳ではありません。受入先には、大学が個々にお願いする企業及び鳥取県庁、鳥取・米子・境港市役所のほか、各県の経営者協会が仲介して

公募する企業等、ホームページで公募する企業等があります。通常は、そこで実習をしたからといって就職に直接結び付くことはありませんが、卒業

後の進路、やりたい仕事を事前に考える上で、学生にとって大変有意義な科目です。一部企業の中には、採用活動の一環としてインターンシップを受

入れている所もあります。
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８／５（木）　「鳥取環境大学を支援する会※」の定期総会を開催。「環大コンペ

（大学生活向上や地域社会貢献に寄与する優れた環大生の企画に対し一等賞

金３０万円の賞金を贈呈。）の開催」、「環謝祭支援」、「企業交流会支援」など様々

な支援が決定されました。環境政策学科遠藤教授による記念講演「大気と地球

温暖化」や（有）小河自動車様との共同研究事例発表も行われ、その後の懇親

パーティでは、会員と本学教員との個人レベルの活発な交流が行われました。

９／１４（火）　廃プラ製品のリサイクル

会社「エコマ商事」（鳥取県米子市）より、

ペットボトルキャップ再生ベンチの寄贈

を受けました。本学では昨年から「学生Ｉ

ＳＯ委員会」がキャップの回収を進めて

おり（実績約２万個）、この日「エコマ商事」

へ集めたキャップをお渡ししました。ち

なみに、このベンチ1台の作成には、キャ

ップ１２０００個が必要です。

ＩＳＯ関連情報ネットワークニュース

会長：清水昭允、会員：地元企業・団体など、事務局：鳥取商工会議所内。これまでも本学の活動に対し、継続的に様々な面から
のご支援をいただいている。

「鳥取環境大学を支援する会」定期総会と交流会を開催

９／３（金）　環境関係の学者の間で「ペ

ンタゴン・リポート」と呼ばれる文献「急

激な気候変動シナリオとその合衆国の

国家安全保障への含意」を本学では加

藤学長を中心に全文を翻訳し、概要が産

経新聞で紹介されました。温暖化から始

まる気象変動と食糧危機が世界の安全

保障を揺るがすという衝撃的なシナリオ

が描かれたこの文献は、２００３年１０月に

個人論文として発表されるも、米国防総

省筋の作成ではないかと推測されてい

るものです。

翻訳

「ペンタゴン・リポート」
―軍事衝突すらある環境破壊の帰結―

ペットボトルキャップがベンチに！

プリンタの寄贈をうけました。

７/２３（ 金 ）　 第７８回リコーグル ープ

KAIZEN活動実践交流会が開催され、「産

学協同による、環境負荷低減への取組み」

と題して産学共同研究の成果発表がありま

した。リコーグループのリコーマイクロエ

レクトロニクス（株）（本社：鳥取、代表取締

役社長：渡辺和俊氏）と本学は、従来より産

学連携の取組みを進めており、今後もその

取組みをさらに推進していくことを確認し、

当日、桜井正光（株）リコー代表取締役社長

よりカラープリンターの贈呈を受けました。

８／２７（金）　情報システム学科今井教

授が、情報・システムソサエティ英文論文

誌編集委員としての貢献が認められ、電

子情報通信学会情報・システムソサエテ

ィ活動功労賞を受賞しました。この活動

功労賞は、学会情報・システムソサエティ

の活動に顕著な貢献を行った会員に与

えられるものです。

情報システム学科／今井 正和 教授

電子情報通信学会

全講義、全教員の講義ビデオ
撮影、配信体制が整備
情報システム学科では、今年度前期から

講義（演習科目は除く）のビデオ撮影と

学内ネットワーク配信を実施。学生の復

習などだけではなく、教員の講義内容改

善用資料として活用可能。複数の学生ア

シスタントが授業を撮影。本年６月上旬

には、全講義・全教員の講義ビデオ撮影・

配信ができる体制を整えました。

実学の森　─ＪＡＢＡＳ２００４─

（中村修三氏特別講話ほか）

中継放映

８／２７（金）　８／２７、２８と岩手県で開催

された「実学の森─ＪＡＢＡＳ（JAPAN 

BACK-BONE SUMMER FORUM）２００４─」の

うち、27日の様子を、ＪＧＮⅡ※を用い

て本学で中継放映。内容は、カリフォル

ニア大学サンタバーバラ校教授中村修

三氏による特別講話「新しい価値観が日

本を変える─地域への応援宣言─」をは

じめ、基調講演、パネルディスカッション等。

※Japan Gigabit NetworkⅡ（研究開発用ギガ

ビットネットワーク）。本学はＪＧＮⅡの本県アクセ

スポイント。

ＩＳＯ１４００１の認証取得（２００３.２.２

２）から２年目を迎えた本学の活動

を紹介します。

５月：鳥取県環境推進企業協議会入会。

６月：ＮＨＫ放映の県内大学・短大の紹介
番組に、学生ISO委員と加藤学長が対談
形式で出演。

７月：鳥取市国際交流員イザベル・ハータ
ーさんを招き、ドイツの環境事情について、
学生ＩＳＯ委員と勉強会を実施。

８月：「大学のＩＳＯ１４０００」（私立大学環

境保全協議会・ISO１４０００委員会　編著、

発行：研成社）に本学のＩＳＯの特徴やし

くみが掲載。

鳥取しゃんしゃん祭りでは、装飾車の新

看板により、市民へＩＳＯ認証取得をＰＲ。

ＩＳＯのプログラムの一つである地域貢

献活動として、ゴミ清掃隊２０名も参加。
　　　　　　　　　 （本誌P.４にも関連記事掲載）

７月～９月：ISO達成度試験と学生ISO委

員委夜ISOレクチャーの実施。

鳥取県が整備を進めていた「鳥取情報ハイウェイ」が平成１６年度から全面的に運用開始さ

れました。本学は、この「鳥取情報ハイウェイ」の接続機関となっていて、映像や音声など、

双方向の高速通信が可能となっています。（詳しくは鳥取情報ハイウェイのホームページ

http://www.pref.tottori.jp/jouhou/highway/top.htmをご覧ください。）

８/４､２５　本学と岡山県瀬戸南高等学校とを両

県の情報ネットワークで接続し、環境政策学科

中川教授が遠隔授業を実施しました。 

６/１８　アジア太平洋環境会議「エコアジア２０

０４」（本誌P.２に関連記事掲載）では、本学とメ

イン会場を情報ハイウェイで結び、本学の環境

学習の成果発表をメイン会場に生中継。また

その模様をインターネット放送で放映しました。

４/３０､７/２　情報システム学科田村助手が、非

常勤講師を務める鳥取短期大学に向け「ウェブ

デザイン」を本学から遠隔で講義しました。

２００３/１２/３､１０　鳥取と米子のそれぞれの会場から情報システム学科の教員が公開

講座を実施し、その模様を両会場間で生中継しました。

今後さらに広域的な活用を図っていきます。

「鳥取情報ハイウェイ」を活用した本学の取組み

情報・システムソサエティ

活動功労賞 受賞

遠隔講義
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平成１６年度後期スケジュール

公開講座のお知らせ

平成１６年度オープンキャンパスについて

入学試験情報

平
成
１７
年

平
成
１６
年

９月

１０月

１１月

　

１月

　

２月

　

　

３月

１１日・１２日

１６日・１７日

１３日・１４日

　

１５日・１６日

２９日・３０日

１９日

　

２２日

１６日

ＡＯ入試Ⅰ

ＡＯ入試Ⅱ

一般公募制推薦入試

海外帰国生徒特別入試

大学入試センター試験（試験会場）

一般入試Ａ方式  センター試験利用入試（前期）

社会人特別入試・３年次編入学試験２期

（編入学は環境デザイン学科・情報システム学科の２学科のみ）

一般入試Ｂ方式

一般入試Ｃ方式 センター試験利用入試（後期）

平成１７年度入試カレンダー

１０月３日（日）、１６年度最後のオープンキャンパスを実施し、

C.W.ニコル氏をむかえての「環境シンポジウム」も同時開催

しました。

これをもって、今年度予定していた３回のオープンキャンパスは、

全て終了しました。

来場者は、北は北海道から南は沖縄まで全国各地から計９０６名

をお迎えし、「学長ミニ講義」「学科体験授業」「キャンパス見

学ツアー」などの従来のイベントをはじめ、今年度からの新企

画「就職説明会」「環境測定体験」「ツリーハウス探検ツアー」

などで、鳥取環境大学を満喫していただきました。

来年度も教職員・学生が協力し、今年以上にパワーアップした

イベントを実施する予定です。詳しい日程は次回学報でお知ら

せいたします。みなさま、是非、ご家族お友達お誘い合わせの上、

お越しください！

なお、今年度の開催日と来場者数は下記のとおりです。

今回の講座は、環境デザイン学科の教員３名による最新の技術

報告や活動内容紹介をもとに、鳥取の木と森について考えて

いただけるような内容となっています。

大学の扉を開いてみませんか？

第1回

平成１６年１１月５日（金）

「間伐材トイレで水源の森を守り、
　　　地球温暖化防止に寄与しよう」
講師 ： 吉村 元男　教授

第2回

平成１６年１１月１２日（金）

「美しい山と住まい
　　─鳥取発・木の命を生かすネットワーク」
講師 ： 東樋口　護　教授

第3回

平成１６年１１月１９日（金）

「地震に耐える木造建築」
講師 ： 北原　昭男　助教授

《保護者の皆様へ》

２００４年度卒業式のお知らせ
平成１７年３月２１日（月）鳥取県立県民文化会館に於いて、２００４年度

卒業式を執り行います。本学初の卒業生が、新たな門出を迎えます。

３日

８日

９～１０日

１０日

１５～１７日

１５日

１７日

５，１２，１９日

１９日

２７～２８日

９～１１日

２５～２/３日

２７日

２０日

２１日

１０月

　

　

１１月

１２月

 １月

 ３月

■　オープンキャンパス　　■　環境シンポジウム「地球の未来を考える」

■　環境ビジネス交流会（大阪）

■　大学祭（環謝祭）

■　教育懇談会（本学）

■　鳥取産業技術フェア２００４（米子）

■　関西地区企業との懇談会

■　公開講座（環境政策学科シリーズ）第４回「期待される環境立国日本」

■　公開講座（環境デザイン学科シリーズ～木を見て、森も見よう～）（米子）

■　関東地区企業との懇談会（東京）

■　日本生命倫理学会年次大会（本学：大会長は加藤学長）

■　エコプロダクツ２００４出展（東京都）

■　後期試験

■　プロジェクト研究発表

■　春期休業開始

■　２００４年度卒業式（鳥取県立県民文化会館）

●会場 ： 本の学校今井ブックセンター２F多目的ホール
　　　　（米子市新開２-３-１０）

●時間 ： １９：００～２０：３０

●参加 ：  無料

●申込 ： 前日までに、氏名・住所・連絡先・受講希望講座名
　　　　を下記宛てにご連絡ください。

木を見て、森も見よう
～地域（鳥取）材を身近な生活に活かす木の技術と文化～

環境デザイン学科・全３回シリーズ（とっとり県民カレッジ連携講座）

TEL（0857）38-6720・FAX（0857）38-6729
E-mail kouryu@kankyo-u.ac.jp

○鳥取環境大学入試広報課○

開　催　日

第１回

第２回

第３回

合　　計

来　場　者　数

一般来場者
（受験生以外）

受験対象者
（高校生・浪人生） 合　計

６月 １５２名

３１９名

１０８名

５７９名

４８名

１９８名

８１名

３２７名

２００名

５１７名

１８９名

９０６名

８月

１０月



第１回 全国高校生環境論文
「地球の未来を考える」を募集！！

第１回 全国高校生環境論文
「地球の未来を考える」を募集！！

　地球環境問題について、高校生の意見を発表してもらうこ

とを目的として、今年度からはじめて、本学の主催により全

国高校生環境論文「地球の未来を考える」を募集しました。

　８月末で応募を締め切ったところ、北は北海道、南は沖縄

県まで全国２８都道府県の４８校から５５４件の応募があり、「地

球温暖化問題」、「エネルギー問題」、「ゴミ問題」、「森林等

の自然保護」など様々なテーマが取り上げられました。作品

の中には自分の実体験をもとにしたものや、実験を行ったり、

各種のデータを収集・分析して建設的な意見を提案したも

のなどがあり、優秀な作品が数多く集まりました。

　一次審査及び二次審査は、学内外の学識経験者等で構成

する論文審査委員会の委員によって審査が行われ、最終審

査で論文発表を行う８名を選考しました。

　１０月３日（日）、本学の１１講義室において環境シンポジウム

「地球の未来を考える」を開催し、本学の学生や一般の方な

ど約４００名の参加がありました。シンポジウムの第一部は、Ｃ.

Ｗ.ニコル氏を講師にお迎えして特別講演を行いました。Ｃ.Ｗ.

ニコル氏は「森と海をつなぐもの」というテーマで、長野県

に居住して自ら取り組んでいる森林の再生などについて講

演されました。第二部は、全国高校生環境論文の最終審査と

なる論文発表会を行い、論文審査委員会の委員並びに特別

審査員の平井鳥取県副知事及び石谷鳥取市副市長が審査を

行い、下記のとおり各賞の受賞者を決定しました。最終審査

の論文発表会に引き続き表彰式が行われ、加藤学長から受

賞者に対して賞状、トロフィー、図書カードが授与されました。

【最優秀賞】
　　　　 （１名）

　

【優 秀 賞】
　　　　 （２名）

　

　

　

【佳 　 作】
　　　　 （５名）

「水田のメタンから地球温暖化を考える」

山口 麦さん（筑波大学附属坂戸高等学校 ２年生）

「みどりの地球」

細野 瑞穂さん（群馬県立勢多農林高等学校 ３年生）

「水と人との共生に向けて」

安井 裕太郎さん（立命館高等学校 ２年生）

「私にできること」

仁尾 有希さん（兵庫県立小野高等学校 １年生）

「２１世紀は『環境との共存』の１００年」

勝又 優子さん（東京学芸大学附属高等学校大泉校舎 ３年生）

「未来への扉」

星野 由加利さん（群馬県立尾瀬高等学校 ２年生）

「二酸化炭素が地球環境をかえる」

四方 飛鳥さん（立命館高等学校 ２年生）

「森林を守るために」

斉藤 佳之さん（北海道立岩見沢農業高等学校 ３年生）

最優秀賞 １名（賞状、トロフィー、図書カード１０万円分）

優 秀 賞 ２名（賞状、トロフィー、図書カード５万円分）

佳 　 作 ５名（賞状、図書カード２万円分）

学 校 賞 ４校（賞状、図書カード５万円分）

受賞者には以下のように、賞状、副賞が贈られました。

第１回 全国高校生環境論文「地球の未来を考える」受賞者のみなさん

特別講演講師　Ｃ.Ｗ.ニコル氏

第１回全国高校生環境論文　最終審査結果

【学 校 賞】立命館高等学校（京都府京都市）

神戸学院大学附属高等学校（兵庫県神戸市）

聖カタリナ女子高等学校（愛媛県松山市）

島根県立津和野高等学校（島根県津和野町）

１０月３日（日）、本学で開催した環境シンポジウム「地球の未来を考える」において行われた

第１回全国高校生環境論文「地球の未来を考える」の最終審査の結果をご報告します。E V E N T  REPORT


